
氏名 上野　誠

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

就職委員などを務め、多忙の年であった。大坂南高校や高田高校、一条高校など、多くの
高校において出張授業を行った。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

授業においては、二年前に第一回のＦＤ委員会の公開授業を担当することができたが、一
昨年度も批判を受けた点を踏まえて授業改善を行った。

平城宮跡の大極殿復元に関わる委員（国土交通省）や、飛鳥苑池遺構の復元の委員（奈良
県）を務めた。また、創作では新作朗読劇が奈良100年会館で上演され、制作・統括など
を務めた。

・国文学史Ⅰ（前期）
・国文学史Ⅲ（後期）
・神話伝承論（前期）
・国文学講読（一）（通年）
・演習Ⅰ（一）（通年）
・演習Ⅱ（二）（通年）
・世界遺産学概論Ⅱ（後期）
・奈良文化論Ⅱ（後期）

　【研究上の特記事項】
本年度は、初期万葉挽歌の分析を中心に研究を行ない、これを角川選書の一つとして纏め
ることができた（『万葉挽歌のこころ―夢と死の古代学―』角川学芸出版、2012年）。さ
らに、続稿の用意をしている。
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取得学位

全国大学国語国文学会学会賞選考委員、上代文学会理事、万葉学会編集委員、日本文学協
会委員（1999-2002、2005～）、民俗芸能学会編集委員、美夫君志会常任理事、古事記学
会理事、国学院大学国文学会委員、日本山岳修験学会評議員

万葉文化論

1990年3月国学院大学大学院文学研究科博士課程後期単位取得満期退学（日本文学専攻）

博士（文学、文乙第7号）

万葉文化論の方法論の摸索、折口信夫の方法論の再検討
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中京大学文化科学研
究所フォーラム講演

美夫君志会例会研究
発表

2011年7月30日

2012年3月11日

2011年4月17日
京都地名研究会記念
講演会講演

2011年4月

2011年11月

2012年1月

『総合研究所所報』
第20号、奈良大学

角川フォレスタ

角川学芸出版

「明日香まるごと博
物館フォーラム「斉
明天皇と飛鳥～牽牛
子塚古墳の発掘から
～」」講演、奈良県
明日香村ほか主催

吉野の万葉歌を小学校高学年から中
学校生徒に、わかりやすく解説する
絵本。

天智天皇挽歌群の精緻な読解を通
じ、挽歌群の意図したものを明らか
にした著書。ことに、それを後宮文
学の先蹤とみなした点については、
すでに学界において検証が始まりつ
つある。

2012年3月

121頁～124頁。奈良大学研究助成の
研究報告を行ったもので、折口信夫
の作品造型に投影されている言語観
を明らかにしたもので、奈良と大阪
の文芸風土を視野に入れて、折口信
夫の初期小説を読み解いた報告書。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

国文学科入学希望者のために、今日
の国文学科で行われている研究と教
育について、わかりやすく説明した
本。その編者となった。

明治書院

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

①国文科へ行こう！―読む体
験入学―

②よしのよく見よ

③万葉挽歌のこころ―夢と死
の古代学―

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

大伴旅人歌群の分析を通じ、大宰府
圏文学の一特質を論じた研究論文
で、官人の任用制度と、歌表現を重
ね合わせることによって、山上憶良
歌の意図を明らかにした研究発表。

従来の地名研究が、地名の語源追究
に終始している点を批判しながら、
地名観ともいうべき地名に関する見
方を提唱した講演。

日本書紀に収載されている、斉明朝
の歌を読解しながら、それを初期万
葉と比較することを通じて、歌表現
の七世紀を考えた講演。

①「折口信夫『生き口を問ふ
女』と大阪言葉」の概要

古代的子供観ともいうべきものを古
典研究の蓄積からどのように導き出
すことができるか、その可能性を論
じた講演。

（学会発表）

2012年2月25日

⑤

④

②うたと時代―斉明朝から―

②

①地名が喚起するもの―万葉
学徒の妄言―

③一万葉学徒の遠吠え―「子
育て」と「子守り」―

④筑紫万葉の一側面―春さら
ば奈良の都に召上げたまはね
―
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